
2023年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL61823A11）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

マダガスカ
ル G126 サッカー 20～45

歳のみ 個別 交替
2代目 2年 ・2024/1 ・2024/2 ・

2024/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

青年・スポーツ省

2）配属機関名（日本語）

イタシ県青年・スポーツ局

3）任地（ ｲﾀｼ県ﾐｱﾘﾅﾘｳﾞ郡ﾐｱﾘﾅﾘｳﾞ市 ） JICA事務所の所在地（ アンタナナリボ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 3.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は青年・スポーツ省管轄の県レベルの機関で、青年、スポーツ、総務等の部署がある。年間予算は約140万円。
健全な青少年育成を目指し、県内の地域住民へのスポーツの促進・学校での体育授業の促進・青少年向けスポーツ各種
イベント等の企画を実施している。本要請では、イタシ県サッカーリーグを運営しているミアリナリヴ市役所の関係者
と協働し、県内のスポーツ振興に貢献する。同任地には農業局と栄養局にそれぞれコミュニティ開発隊員が活動中であ
る。

【要請概要】
1）要請理由・背景

当国では総人口に占める青少年層(5～24歳)の割合が45%と高くなっているが、貧困のため十分な教育を受けられない者
が多い。特に地方においては彼らが社会活動や余暇活動に参加出来る機会が少ないため、健全な青少年育成は喫緊の課
題となっている。このような状況下で、配属先はスポーツの中でも地域で人気のあるサッカーを通した支援をイタシ県
サッカーリーグと協力して行ってきたが、以前市役所で活動していた隊員がサッカー支援に貢献したことで、県内での
スポーツの普及やサッカーを通した青少年育成を目的に、同配属先からの隊員要請に至った。前任者は週3回、ミアリナ
リヴ市のチームの支援を中心に活動中。また、イタシ県サッカーリーグからイタシ県U19代表のアシスタントコーチも
拝命し、地域の青少年育成にも貢献しており、継続した支援が期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

リーグ関係者やクラブコーチと協力し、以下の活動に取り組む。
1.ミアリナリヴ市のサッカーチームの練習支援(男子週3日各2時間)。
2.国内大会に参加する県選抜チーム(U-19等)の指導及び大会での支援や運営補助(大会前にセレクションや合宿が組まれ、
参加することがある)
3.小学校の授業でのサッカー実施や地域クラブと連携して、青少年へのサッカーの普及・推進
4.市内各地区を可能な範囲で巡回し、複数ある社会人チームに対する練習支援

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

①サッカー場(ミアリナリヴ市のチームの練習場は、土グラウンド)
②サッカー場(県選抜チームの練習場は、任地から車で30分程度の別の市の芝生グラウンド)

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先の同僚:局長 女性 40代

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


青年担当、スポーツ担当など同僚20名(20代～50代)
県リーグ担当者男性 40代

活動対象者:市男子チーム:選手約25名(10代～20代)、コーチ 男性2名 40代、県選抜コーチ

5）活動使用言語

マダガスカル語

6）生活使用言語

マダガスカル語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（競技経験）5年以上　備考：活動上必要

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（5～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
・派遣前語学訓練では公文書等で使用されるフランス語、現地語学訓練ではマダガスカル語を学習する(共に公用語)。
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